
平成平成平成平成２４２４２４２４年度試験研究課題設定年度試験研究課題設定年度試験研究課題設定年度試験研究課題設定のためののためののためののための要試験研究問題提案要試験研究問題提案要試験研究問題提案要試験研究問題提案・・・・回答書回答書回答書回答書    

 （整理番号） 

  ０９２ 

提案機関名提案機関名提案機関名提案機関名 
 かながわ西湘農業協同組合 

  

 要望問題名要望問題名要望問題名要望問題名  野猿、イノシシ、ハクビシン、アライグマ、鹿の防除指針の作成について 

 要望問題要望問題要望問題要望問題のののの内容内容内容内容    【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】 

 

病害虫雑草防除指針には有害生物の項目があり、野鼠、鳥の防除方法の記載があるが、当管内で

問題になっている野猿、イノシシ、ハクビシン、アライグマ、鹿等の記載がない。生産者からの問合せも

あることから、試験結果をとりまとめ、記載をお願いしたい。 

解決希望年限解決希望年限解決希望年限解決希望年限 
 ①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内 

対応対応対応対応をををを希望希望希望希望すすすす 

るるるる研究機関名研究機関名研究機関名研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術所 ③水産技術センター 

 ④自然環境保全センター 

  備備備備    考考考考 

   

※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

 回答機関名回答機関名回答機関名回答機関名 農業技術センター 担当部所担当部所担当部所担当部所 企画調整部 

 

 対応区分対応区分対応区分対応区分 
 ①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可 

 試験研究課題名試験研究課題名試験研究課題名試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

  

 対応対応対応対応のののの内容等内容等内容等内容等    

鳥獣害防止技術に関する研究課題の設定については、提案可能な技術及び実現可能性の有無

により実施を検討しますが、現地で問題となっている鳥獣害すべてへの対応は困難な状況です。 

現地での実施が可能な鳥獣害防止技術に関しては、独立行政法人や他県の成果を活用し、普

及部門をとおして支援してまいります。 

野猿、イノシシ、ハクビシン、アライグマ、鹿等による被害軽減技術の病害虫雑草防除指針への記

載については、進入防止や忌避技術が中心となることから、実効性等を検討し判断いたします。 

 解決予定年限解決予定年限解決予定年限解決予定年限  ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内 

 備備備備    考考考考 

 


